
2019.12.05  厚生労働省大阪労働局職業安定部職業安定課職業紹介第2係主催で、「架空送電線工事合同職業
説明会」を開催しました。その際、送研会関西支部企画運営部会よりハローワークの職員の皆さまへご説明させて頂いた内
容のうち、特に「求人票」記載に関する注意事項をまとめましたので、各社における今後の求人票作成の参考としてください。
なお、採用拡大のポイントは、求職者およびハローワーク職員に、いかに「自分たちの仕事の魅力(面白さ・やりがい等)をきっ
ちりと伝えられるか」がポイントです。「求人票」記載においては、以下の記載事項をご参考に、自社の思い、社長自らの言葉
に置き換えて、記載してください 
 

 2  
 Ẇ   
   ( ) ( ) ( )  
  ＊基礎と組立を行う会社は、（基礎工・組立工）、組立と架線を行う会社は(組立工・架線電工)、すべてを行う会社

は（基礎工・組立工・架線電工）と記載。 
  ＊点検・修繕等の「保全」を主とする会社は ( ) と記載 
  
 ○   
  (共通)  架空送電線工事は、大自然を相手とするスケールのでっかい仕事です。また、現在の社会生活において生命線

ともいえる「電気」を送る「送電線」の仕事は、世のため、人のためになる「やりがい」のある仕事です。なお、仕事
はチームプレーですので、自分の性格や力量に応じた役割分担で活躍して頂けます  

  
  (基礎)  架空送電線の鉄塔等を支える基礎を作る作業を行います。送電線の基礎工事は、山間部から市街地まで広

範囲なステージで、独特の形の基礎を作り上げるために、仮設・掘削・配筋・型わく・コンクリート打設・埋め戻し
等の工種をすべて行いますので、多種多様な技術・技能が身につきます。解体式のバックホウやジブクレーン、カ
ニクレーンなど送電線固有の重機もありますので、操作にチャレンジしてみましょう  

    
  (組立)  多くの電気を流すための電線を支える鉄塔を組み上げる作業を行います。組立作業では部材の吊上げは平地

では主にトラッククレーンを、山間部ではせり上げ式のタワークレーンを使いますが、部材の配置とボルト締めは組
立工による手作業です。鉄塔上で数トンの重さの部材をピタリと組み合わせるのは正に匠の技です。なお、山間
部で徐々に組みあがる鉄塔での作業は、景色も最高で、天に手が届きそうな感覚は、まさに気分爽快です。 

ハローワーク求人票記載における注意事項(1/3)  



【続き】 
 (架線)  電気を送るための電線を鉄塔間に張りあげたり、移し替えたりする作業を行います。架線電工は、架空送電線工

事における花形職種と言ってもよいでしょう。ワイヤーやウインチ、特殊工具等を用いて、地上と鉄塔上、鉄塔間や
作業基地と連携して、ワイヤーや電線を引いたり、何トンもの張力がかかる電線を数センチ単位の既定の弛みに
張り上げたりする正に匠の技です。なお、電線を張る際には最初にヘリコプターを使いますが、最近ではドローンも
使います。電線上を移動する方法としては、アトラクションのジップラインを想像してもらうと解り易いと思います 

  
 (保全)  架空送電設備(主に鉄塔、がいし、電線、基礎、敷地)全般の点検や部品の取替、修繕等を行います。大規模

な工事(手術)を得意とする会社が送電線工事会社＝病院としたら、気軽に相談でき、体調が悪くなる前の診察
や投薬等の治療も受けられる開業医、町のお医者さんという感じの会社です。仕事の内容も多種多様ですが、
大事な電気を支えるという使命感は同じであり、そのための技能・技術力も必要です。地域密着型の会社のため、
地元への貢献＝やりがい感が、より強く意識できるといえます 

 
 (補足)  送電線工事に向いている人 
       ○物作りが好きな人（自分の手で巨大構造物を造る醍醐味・面白さを体感してください） 
       ○体を動かすのが好きな人（ラインマンの皆さんは、とても健康です） 
       ○機械の運転や操作が好きな人（送電線工事固有の珍しい機械・工具があります） 
       ○アウトドアや山登り、旅行、温泉が好きな人（いろいろな所へ行くので、珍しいものを見られる、美味しいものが

食べられる、色々な人と出会える） 
  
Ẇ  
   ・基礎工、組立工、架線電工になるためには、健康な体(就職すれば体力も徐々にアップします)、協調性(チームプ

レーが主)、我慢強さ、素直さがあれば、専門的な知識・資格等は必要ありません！電気や建設に関する知識が全く
無くてもOKです。中型自動車運転免許保有者は、よりgood です。 

 
   ・入社後、基本的な動作から安全装備、工具やワイヤ等の扱い等を順次、本人の習得度合いを見ながら懇切・丁寧

に指導します。各種免許・技能講習・資格取得に対する指導・支援も充実しています 
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【続き】 
   ・高い所が苦手な人でも大丈夫です！低いところから徐々に訓練しますので、個人差もありますが、3か月もすれば、鉄

塔や電線の上で仕事ができるようになります。どうしても慣れないという人は、地上での作業で活躍して頂きます 
 

5.   
 
   ☑ サラリーマンのように定年がありませんので、長く働けます(現役80歳超えの人も居ます)。また定年前後で給料が大

きく下がることもありません。なお、技術・技能を身につければ少ない資本での独立・起業も可能です 
 
   ☑作業現場は、送電線のある場所＝主に屋外となりますので、朝は少々早いですが、夕方は日没作業終了(下山完

了)としますので、残業は多くありません。4週6休や月給制を推進しており、さらに夏場で長期休暇の取得も可能です 
 
   ☑会社から現場まで通える範囲であれば、車で通勤します。現場が遠くて通えない場合は、ホテル・民宿等に会社負

担で宿泊することになります。大規模工事では現場付近に宿舎を設置することもありますが、極力、個室を確保します 
  
   ☑高所および電気設備に関する仕事は危なくないのか？というご不安に関しては、他の仕事と同様、現場には様々な

危険要因はありますが、教育・訓練や作業監視、安全設備や安全装備等の安全衛生対策により危険を排除してい
ますので、簡単な基本ルールを守って頂ければ、安心して働いて頂くことができると考えています 

     ☑墜落防止：塔上では常時、機械的にロックされた安全ロープが鉄塔等と身体をつなぎ墜落を防止します 
     ☑感電防止：安易に電線に近付けない遮断設備や検電・接地・標識、専任監視者により感電を防止します 
     ☑熱中症等：作業時間減・休憩時間増、空調服の支給・着用他で防止します (補足)＊前職は、工場勤務、 
 
   ☑とび職、アパレル等の様々な職歴の方が送電線工事業界に転職し、活躍されてきています。中途採用の人でも、本

人のやる気・実力次第でどんどん技能が伸長し、結果として重要な仕事が任されるのも、この業界の特徴です。ためら
わずにこの業界に飛び込んでください。なお、転職者の声は「送電線建設技術研究会関西支部のホームページに掲
載の「ラインマン募集パンフレット(紹介版)」のP.15-18をご覧ください。 

    （ホームページアドレス⇒http:// www.sokenkss.ne.jp/jimukyoku/kansai/index.html ） 
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【記入内容】 
Ａ：職種：「送電線技術者」 
    ⇒技術者って何するのか？送電線は知っているけど、それに関する仕事のイメージがわかない 
Ｂ：仕事の内容：「電力設備（超高圧・高圧の送電設備）工事の施工および現場管理業務を行います・・・」 
    ⇒超高圧・高圧って何？工事の施工って、何するの？現場監理業務って具体的には？ 
Ｃ：補足事項に、「仕事のやりがい感」「楽しさ・面白み」「成長を実感できるのか」が書いてあれば、興味がわくのでは？ 
Ｄ：「インターネットによる全国の高校への公開：可」となっているが、HPアドレス・リンクQRコードを掲示して頂けないか？ 

A 

B 

C 

D 

参考 


